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ア メ リ カ に は National Collegiate Athletic 






























　 ま た、 米 国 で は National Association of 
















る。本稿では Temple University と University 




ンシルバニア州）は NCAA の Division１に所
属するアメフト、バスケ（男・女）、陸上（男・
女）、バレー（男・女）など 24 のクラブと 550
人の学生アスリート（35,599 人の履修登録学生）





SAASC は Athletic Department とは独立した

















も わ し く な い 上 級 生（GPA が 2.5 以 下 ） は
Study Hall と呼ばれるものに参加しなくてはな
らない。学生は週に６時間（１回最低２時間の





間は増やすこともできる。この Study Hall は
平日の場合、夜の 10 時まで利用できる。
〈University of Central Florida の事例〉
　また、University of Central Florida（オー
ランド、フロリダ州）では Academic Services 
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大会に 23 人の選手（延べ人数 31 人）と７人の
指導スタッフ（延べ人数15人）を送り出している。
